
熊谷市人口ビジョン・総合戦略の方向性・取組

人口の将来展望 総合戦略

パターン① 住民基本台帳人口に基づく独自推計　（施策を講じず、現在の人口動向が続く場合：平
成26年と平成31年の住民基本台帳のデータから算出）

パターン② 転入（Ｕターン含む）促進、定着（令和18年まで：20歳代男女各30人、30歳代男女各20人
転入、令和18年以降：20歳代男女各20人、30歳代男女各20人転入）

パターン③ 子育て世代の転出抑制　（３人家族＜夫35歳、妻31歳、子２歳＞を想定し、令和８年まで
120世帯ずつ、令和18年まで80世帯ずつ、令和18年以降40世帯ずつの転出抑制）

パターン④ 合計特殊出生率の向上　（令和２年：1.41、令和22年以降：1.88）

パターン⑤ パターン②・③・④を同時に実施
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パターン① 201,612 196,266 189,865 182,060 173,049 163,200 153,005 142,715 132,340 121,781

パターン② 201,612 196,372 190,477 183,208 174,756 165,440 155,768 146,007 136,154 126,106

パターン③ 201,612 196,648 191,994 185,706 178,039 169,297 159,992 150,541 140,979 131,221

パターン④ 201,612 196,364 190,531 183,793 176,266 168,210 159,767 151,189 142,499 133,655

パターン⑤ 201,612 196,845 193,269 188,618 183,091 176,847 169,998 162,980 155,834 148,534

●目指すべき方向性・目標

ターゲット

「子育て世代等の男女」

【就業機会を増やす】　働く（働きたい）人が働き続け、暮らし続けられる雇用の創出
【目標値】　市内従業者数　82,000人

【転入・定住促進】　子育て世代等にとって暮らしやすく魅力的なまちづくりの展開
【目標値】　年齢階層別（20～39歳）転出超過数　300人

【結婚・出産・子育て支援】　

子育て世代等の結婚・出産・子育てに関する希望をかなえる
【目標値】　合計特殊出生率　1.43

施策の方向 主な取組

【就業機会を増やす】 【新規の取組】　（仮称）地域中核企業支援、（仮称）中小
企業等生産性向上の支援、6次産業化による新たな地域
資源のブランド化、人・農地プランの策定と実現
【継続する取組】　本社機能事業所の誘致促進、正社員
雇用促進、従業員の転入・定住促進、佐谷田地区産業拠
点形成、（仮称）道の駅「くまがや」整備、企業等の農業参
入の促進・支援　ほか

企業誘致・新産業拠点整備
事業所の新設等を行った企業数：10件以上／年

起業・創業支援及び事業継続支援
創業件数：５件／年

就業支援
新規（新設）事業所の従業者数　7,882人

商業振興によるにぎわい創出
空き店舗率：年16.5％

地域を支える人材・組織の育成
ビジネスプランコンテストの応募数：70件／年

【転入・定住促進】

安心して暮らせる生活環境の確保と
経済的支援　

まちづくり市民アンケート調査結果「続けて住みたい」と答える方の
割合：60％

ファンづくりを通じた転入促進
観光入込客数：500万人

時代に合った地域づくり
AI・RPA等先進技術の導入件数：１件／年 

誰もが活躍する社会の実現
障害のある方の就労支援事業所の利用者数：710人／年

まちづくり市民アンケート調査結果「男女共同参画社会と
いう言葉を知っているか」と答える方の割合：80％

【結婚・出産・子育て支援】

結婚・出産支援　出生数：1,400人／年（5年平均）

子育て支援　
まちづくり市民アンケート調査結果「子育てしやすい」と答える方の

割合：67％

学力日本一を目指した教育環境の充実　
授業がわかりやすいと思う児童生徒の割合：小学校95％、中学校90％

【新規の取組】　定年就農の促進・支援
【継続する取組】　創業の促進・支援、女性の起業支援、
中小企業融資の促進　ほか

【継続する取組】　多様な働き方の支援、企業内保育所設置の促
進、シルバー人材センターによる就労環境の充実、埼玉県農業大
学校卒業予定者の就農支援・育成　ほか

【継続する取組】　空き店舗活用の支援、商業核強化支
援、「まち元気」熊谷市商品券の発行　ほか

【新規の取組】　農商工連携によるふれあいの場の提供、
生涯にわたり能力を高める環境づくり

【新規の取組】地方の暮らしの情報発信

【継続する取組】　若年層住宅購入に係る家計への支援、
三世代ふれあい家族住宅取得応援、住宅リフォーム補助、
新幹線通勤助成、　宅地の利用増進　ほか

【新規の取組】　スポーツコミッションの運営、「スクマム！
クマガヤ」によるラグビータウンの推進

【継続する取組】　スポーツ観光による交流人口の増加、
立正大学との連携による定住促進　ほか

【新規の取組】　AI・RPA等の活用促進、スマートシティの
推進、スマート農業の推進

【継続する取組】　スポーツ健康まちづくり、多様な働き方
の支援、障害者の就労支援　ほか

【継続する取組】　不妊治療費等の経済的負担軽減、周
産期医療及び小児救急医療体制の充実、妊娠期から子
育て期にわたる相談支援体制の充実、結婚の促進

【新規の取組】　保育料等の納付方法の充実、子育てと仕事のバラ
ンス、学校給食費の第3子以降無償化
【継続する取組】　保育所保護者負担金の多子軽減、こども医療費
の助成、地域子育て支援拠点の充実、放課後児童クラブの充実　
ほか

【継続する取組】　魅力ある授業の展開、「学習支援充実
くまなびスクール」の推進、英語教育の充実　ほか

　将来人口についてパターン⑤を採用し、令和42年（2060年）に
148,000人を目指すこととします。


